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　健康推進アプリ「BIWA-TEKU」で、新年から健康な生活を始めましょう。
問い合わせ先　 保険年金課☎︎ 30-6112、FAX22-1398

BIWA-TEKUって？

何ができるの？

　「ウォーキングでどこを歩けばいいか分からな
い」「何か目的がないとおもしろくない」など、運
動を始めたいけれど、きっかけがな
かった人におすすめの、スマート
フォン向け健康増進アプリです（県
内の市町などが連携して開発しました）。

　各市町のおすすめコースのスポットを巡る「モバイ
ルスタンプラリー」や、歩いた歩数でスタンプがたま
る「バーチャルウォーキングラリー」への参加などで、
健康ポイントを貯めることができます。
　貯まったポイントを使って、1 年に 1 度、県内の協
賛企業などから提供される景品の抽選に応募できます。

B
ビ ワ

IWA-T
テ ク

EKU
はじめませんか

楽しく歩いて健康生活！
特集

0

38

39

40

41

42
（%）

H29年度H28年度H27年度H26年度

～～

滋賀県

彦根市

彦根市は運動習慣のある人が少ない？

　国民健康保険加入者の特定健康診査の結果によると、
「1回 30 分以上の軽く汗をかく運動を週 2日以上、1 年

以上実施している」人の割合は減少傾向にあり、滋賀県
全体と比べても、彦根市は低い状況です。
　将来の生活習慣病をはじめとする病気の予防や健康
維持のためにも、適度な運動習慣が必要です。

参照：彦根市特定健康診査結果（平成 26〜同 29 年度）

アプリのアイコン▶

歩いて楽しく

ポイントゲット！

抽選で景品が
当たるかも !?
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\\ おすすめスポットをまわってポイントを貯めよう //
彦根市の モバイルスタンプラリー コースの一部を紹介！

健康ポイントの貯め方には 5 種類あります。
① デイリーポイント

　自分で立てた日々の健康づくりの目標を実践
する。

② モバイルスタンプラリー
　スマートフォンを持って各市町の
おすすめコースのスポットをまわり、
チェックインする（端末の位置情報の認
証により、スタンプラリーを行います）。

③ バーチャルウォーキングラリー
　スマートフォンを持ってウォーキングする（端
末内のヘルスアプリと連携して、歩数からポイントを獲得

できます）。
④ 健診を受ける

　特定健診やがん検診を受診し、登録する。
⑤ 健康イベントに参加する

　各市町・団体が開催する指定の健康イベントに
参加する（イベントは順次登録予定です）。

金亀公園
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玄宮園

　事前に健康診断を受けるな
ど、万全の健康管理のもとで
ご参加ください。体調が悪い
ときは無理をせずに休憩する、
中断するなど、体調管理に気

を配りましょう。

　アプリを利用する際は
「歩きスマホ」はせず、交
通ルールや歩行マナーを
守り、事故には十分
注意してください。

どうしたらポイントを貯められるの？

ぐるっとお城めぐりコース

どうしたら参加できるの？

※彦根市のコースは 1月 1日（火・祝）から公開されます。

　スマートフォンでアプリをインストールしてくだ
さい（アップストア・グーグルプレイから無料ダウンロード
可能。通信料は利用者負担）。1 年間貯めたポイントで、
翌年 1 月に抽選へ応募できます（1 口 1,000 ポイント）。
対象　市内在住で 19 歳以上（40 〜 74 歳の人が抽選

に応募するには特定健診の受診が必要）

ポイント取得期間　毎年 1 月 1 日～ 12 月 31 日
商品応募期間　翌年 1 月 1 日～同 31 日（アプリ内

から応募）

参加市町など　彦根市、大津市、草津市、栗東市、甲
賀市、湖南市、高島市、東近江市、米原市、竜王町、
多賀町、協会けんぽ滋賀支部、滋賀県市町村共済組合、
滋賀県健康保険組合連合会加盟組合、（一社）滋賀県薬
剤師会

アプリの詳細・
　ダウンロードはこちらから!

「BIWA-TEKU」公式サイト
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「防災とボランティアの日」〜防災に取り組もう〜

忘れてはならない、1 月 17 日。

　「防災とボランティアの日」は、1995 年 1 月 17
日に発生した阪神・淡路大震災にちなんで制定されま
した。
　昨年、大阪北部地震や北海道胆

い

振
ぶり

東部地震が発生し
ました。彦根市では、鈴鹿西縁断層帯地震や琵琶湖西
岸断層帯地震の発生が危

き

惧
ぐ

されています。

　防災は、自らの命は自ら守る「自助」と近隣で助け
合う「共助」がたいへん重要です。災害時に備え、家
庭や地域で防災に取り組みましょう。
問い合わせ先　
　 危機管理室☎ 30-6150、FAX23-1777

　昨年は、各地で自然災害に見舞われ、甚大な被害が発生しま
した。彦根市でも台風 21 号によって家屋被害や農作物などに、
ここ近年にない被害を受けました。
　市民の皆さんも「防災とボランティアの日」にあわせ、「自
助・共助」の重要性をしっかりと認識し、「地域の防災力」を高
めていくことが防災に取り組む中で必要不可欠と考えます。そ
の「地域の防災力」を高めるためには、普段のコミュニティ活
動にあわせて、「地域の力」を生かした防災対策を推進すること
が必要です。
　防災士会では、災害に備えて防
災知識を高めていただくため、
各種団体や自治会に防災座談
会や実技指導などを行ってい
ます。防災対策などのお手伝
いをさせていただきますの
で、どうぞご連絡ください。
問い合わせ先　日本防災士会

滋賀支部長・安井さん（高宮町）

☎ 090-4569-7639

「地域の防災力」を高めることが必要不可欠

▶▶▶▶▶︎日本防災士会滋賀県支部
　　　　　　　支部長 安井 務

つとむ

さんにお話を聞きました。

１
月
の
ご
み
等
収
集
の

お
知
ら
せ

▼
２
日
㈬
が
休
み
の
た
め
、
埋
立

ご
み
の
収
集
日
が
通
常
の
週
よ

り
１
週
間
遅
れ
ま
す
。

▼
４
日
㈮
は
、
缶
・
金
属
類
、
び

ん
類
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
14
日
（
月
・
祝
）
は
、
通
常
ど
お

り
収
集
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
や
資
源
の
出
し
方
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
ご
み
や
資
源
は
、
収
集
日
の
午

前
８
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た

集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
資
源
は
分
別
し
、
缶
・
金
属
類
、

び
ん
類
は
袋
な
ど
か
ら
出
し
、

直
接
青
い
コ
ン
テ
ナ
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
燃
や
す
ご
み
類
、
埋
立
ご
み
類
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、

市
指
定
専
用
袋
を
使
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

1　家具が倒れてきた場合を想
定して、配置に気を配る。

2　家具は転倒防止器具などで
固定する。

3　食器棚などは扉
に留め具などを付
け、収容物の飛散を
防止する。

4　非常持出袋を準備する。食
料品や水などを備蓄しておく。

お家の中を
改めてチェック
してみよう！

今からでも遅くない

家庭でできる
地震対策4つのポイント
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こ
れ
ま
で
小
学
校
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
い
た
通

院(

外
来)

医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
を
、
２
０
１
８
年
４
月
診
療

分
か
ら
小
学
３
年
生
（
９
歳
に
達

し
た
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）
ま

で
に
拡
大
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
左

図
の
と
お
り
、
申
請
の
手
続
き
を

行
い
、
福
祉
医
療
費
受
給
券
（
子

ど
も
医
療
）
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

対
象
児
童
の
保
護
者
に
は
、
１

月
中
旬
頃
に
案
内
と
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
期
限
が
過
ぎ

て
か
ら
の
申
請
も
受
け
付
け
ま
す

が
、
郵
送
の
場
合
、
３
月
中
に
受

給
券
が
届
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
期
限
内
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
ひ
と
り
親
家
庭
や
重
度
心
身
障

害
者
を
対
象
と
し
た
福
祉
医

療
費
受
給
券
を
お
持
ち
の
人

や
、
生
活
保
護
受
給
中
の
人
な

ど
は
、
引
き
続
き
、
現
在
の
助

成
制
度
を
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、申
請
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

対
象
児
童　

平
成
24
年
４
月
２
日

～
同
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

２
月
15
日
㈮
ま
で
に
手
続
き
を

福
祉
医
療
（
子
ど
も
医
療
）
の
交
付
申
請

３月中旬頃に受給券を送付します

2月15日㈮までに申請書を
提出してください

申請の流れ

　保険年金課が申請書や添付
書類の確認を行います

　保険年金課から１月中旬頃に、 
手続きに必要な書類を送付します

伝
統
的
工
芸
品
産
業
技
術
者

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
さ
ん

　

市
で
は
、
彦
根
仏
壇
の
製
造
に

従
事
し
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
皆

さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す（
表
彰
式

は
１
月
16
日
㈬
に
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎

特
別
応
接
室
で
行
い
ま
す
）。

組く
み

立た
て

漆う
る
し

塗ぬ
り

森島　正
まさ

好
よし

さん

宮く
う

殿で
ん

田中　正
まさ

司
し

さん寺村　正
まさ

一
かず

さん

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振
興

課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

９
６
７
６
番

証
明
書
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
１
月
22
日
㈫
午
後
５
時
30
分

〜
同
９
時
30
分
の
間
、
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時

停
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

休
日
開
庁
日　

日
時　

１
月
27
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時（
受
付 

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

彦
根
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

４
月
21
日
㈰
に
執
行
予
定
の
彦

根
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
（
１
陣
営
３
人
ま
で

の
出
席
と
し
て
く
だ
さ
い
）。

日
時　

２
月
４
日
㈪　

午
後
２
時

〜
同
３
時
30
分

場
所　

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ

ザ
彦
根
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

お
詫
び
と
訂
正

広
報
ひ
こ
ね
12
月
15
日
号
16

ペ
ー
ジ
「
年
末
年
始
の
彦
根
市
の

業
務
」
の
表
中
で
「
平
成
30
年
１

月
」
と
あ
る
の
は
、正
し
く
は
「
平

成
31
年
１
月
」
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。
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巡
回
市
長
室

日
時　

１
月
25
日
㈮　

　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
・
申
込
場
所　

鳥
居
本
地
区
公
民

館
（
鳥
居
本
町
）

定
員　

５
人
（
団
体
）（
先
着
順
）

申
込
期
間　

１
月
４
日
㈮
〜
同
24
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
申
告
の
受
付
と

農
業
所
得
の
収
支
計
算
相
談
会

確
定
申
告
期
の
前
に
、
市
・
県
民

税
申
告
の
受
付
と
、
確
定
申
告
書
な

ど
に
添
付
す
る
農
業
収
支
内
訳
書
を

作
成
す
る
た
め
の
相
談
会
を
行
い
ま

す
。申

告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
は

「
申
告
の
ご
案
内
」
を
送
付
し
ま
す
。

確
定
申
告
期
間
中
は
会
場
が
た
い
へ

ん
混
雑
す
る
た
め
、
同
相
談
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

「
申
告
の
ご
案
内
」
の
送
付
が
な

か
っ
た
人
で
も
、
申
告
が
必
要
な
場

合
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
で
確
定
申
告
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所
・
日
時

▼
稲
枝
支
所
（
田
原
町
）

　
【
１
月
30
日
㈬
】
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時
【
同
31

日
㈭
】
午
前
９
時
〜
正
午

▼
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
（
清
崎
町
）

２
月
１
日
㈮
…
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時　

▼

 

税
務
課
（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
４

階
）
会
議
室

　

２
月
４
日
㈪
〜
同
12
日
㈫
（
土
日

祝
を
除
く
）
…
い
ず
れ
も
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時

※
右
記
期
間
外
も
、

税
務
課
窓
口

（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
３
階
）
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

持
ち
物　
「
申
告
の
ご
案
内
」、印
鑑
、

平
成
30
年
中
の
所
得
が
分
か
る
書

類
（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）、
営
業
・

農
業
・
不
動
産
所
得
の
「
収
支
内

訳
書
」（
事
前
に
収
入
と
経
費
を
集
計

し
、
同
相
談
会
で
相
談
・
作
成
も
可
）、

所
得
控
除
の
対
象
と
な
る
も
の
に

か
か
る
書
類
（
生
命
保
険
料
や
地
震

保
険
料
の
控
除
証
明
書
な
ど
）

平
成
31
年
度
個
人
住
民
税
税
制
改
正

▼
配
偶
者
控
除
の
改
正

　

平
成
30
年
度
ま
で
は
、
生
計
を
一
に

す
る
配
偶
者
の
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
38
万
円
以
下
の
場
合
、
本
人
の
所

得
に
関
わ
ら
ず
一
律
33
万（
配
偶
者
が
70

歳
以
上
の
場
合
は
38
万
円
）
の
配
偶
者
控

除
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

31
年
度
か
ら
は
本
人
の
合
計
所
得
金

額
が
１
、
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
、

配
偶
者
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
配
偶
者
特
別
控
除
の
改
正

　

平
成
30
年
度
ま
で
は
、配
偶
者
特
別

控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
配
偶
者

の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
の
上
限
が

76
万
円
未
満
で
し
た
が
、平
成
31
年
度

か
ら
は
合
計
所
得
金
額
が
１
２
３
万

円
以
下
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
い

ず
れ
も
、本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
９

０
０
万
円
を
超
え
る
人
は
、所
得
金
額

に
応
じ
て
段
階
的
に
控
除
額
が
減
額

と
な
り
ま
す
。控
除
額
の
一
覧
に
つ
い

て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎
30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番

配偶者控除
（38万円以下）

配偶者特別控除
（38万円超

123万円以下）

一般の控除対象配偶者

老人控除対象配偶者

38万円超 90万円以下

90万円超 95万円以下

95万円超 100万円以下

100万円超 105万円以下

105万円超 110万円以下

110万円超 115万円以下

115万円超 120万円以下

120万円超 123万円以下

配偶者の合計所得金額
納税義務者の合計所得金額

900万円以下
900万円超

950万円以下
950万円超

1,000万円以下

33万円

38万円

33万円

31万円

26万円

21万円

16万円

11万円

6万円

3万円

22万円

26万円

22万円

21万円

18万円

14万円

11万円

8万円

4万円

2万円

11万円

13万円

11万円

11万円

9万円

7万円

6万円

4万円

2万円

1万円

1,000万円超

適

　用

　な

　し

窯業・土石製品製造業
一般機械器具製造業
精密・電気機械器具製造業
自動車・同附属品製造業
各種商品小売業

滋賀県最低賃金（平成30年10月1日～）

905円
910円
894円
914円
840円

839円

特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ
（金額は時間額）

問い合わせ先　彦根労働基準監督署☎22-0654、
　FAX26-0241、滋賀労働局賃金室☎077-522-
　6654、FAX077-522-6625
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①
ひ
こ
ね
元
気
計
画
21
（
第
３
次
）
～
健
康

増
進
・
食
育
推
進
計
画
～
（
素
案
）

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

意
見
の
提
出
用
紙
は
、
各
公
開
場
所
に

あ
り
ま
す
。
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
は
、

意
見
に
対
す
る
彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も

に
整
理
し
た
上
で
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し
て
、

個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

内
容　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、い
つ
ま
で
も
健
や

か
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
彦
根
」
の
実
現

を
目
指
す
た
め
、
同
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

【
①
②
共
通
】

素
案
の
公
開
場
所　

く
す
の
き
セ
ン
タ
ー
（
市
立
病

院
敷
地
内
）
２
階
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
彦
根
駅

西
口
仮
庁
舎
３
階
）、
支
所
・
各
出
張
所
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
間
と
意
見
の
提
出
期
間　

　

１
月
９
日
㈬
～
２
月
８
日
㈮
（
必
着
）　

提
出
方
法　

健
康
推
進
課
に
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
（
〒
５
２

２-

０
０
５
７　

八
坂
町
１
９
０
０-

４　

く
す
の
き
セ

ン
タ
ー
２
階
）
☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番
、

kenko@
m

a.city.hikone.
shiga.jp

②
彦
根
市
保
健
・
医
療
複
合
施
設
適
正
管

理
計
画
（
素
案
）

内
容　

彦
根
市
保
健
・
医
療
複
合
施
設
を
適
正
に

維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
、
同
計
画
を
作
成
し

ま
す
。

③
彦
根
市
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
計

画
（
素
案
）

内
容　

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
同
計
画
を
作
成
し

ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

障
害
福
祉
課
、

健
康
推

進
課（
く
す
の
き
セ
ン
タ
ー
２
階
）、情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
３
階
）、
支
所
・
各
出

張
所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
間
と
意
見
の
提
出
期
間　

　

１
月
９
日
㈬
～
２
月
８
日
㈮
（
必
着
）　

提
出
方
法　

障
害
福
祉
課
に
直
接
お
持
ち
い

た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課
（
〒
５
２

２-

０
０
４
１　

平
田
町
５
９
４　

障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）☎
27-

９
９
８
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７

６
７
番
、shogaifukushi@

m
a.city.hikone.

shiga.jp

傍
聴
で
き
ま
す

彦
根
市
子
ど
も
・
若
者
会
議

次
期
「
彦
根
市
子
ど
も
・
若
者

プ
ラ
ン
」
策
定
に
か
か
る
各
種
調

査
結
果
速
報
な
ど
に
つ
い
て
、
審

議
す
る
会
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時　

２
月
４
日
㈪　

　

午
後
２
時
〜
（
２
時
間
程
度
）

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館

（
平
田
町
）
２
階
集
団
健
診
室

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
・
若

者
課
☎
49-

２
２
５
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番
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大
人
の
図
書
館
セ
ミ
ナ
ー

「
親
と
私
の
暮
ら
し
の
流
儀

―
親
も
わ
た
し
も
最
期
ま
で
自
分

ら
し
く
生
き
る
―
」

〈
内
容
〉

 
花
か
た
ば
み
の
会
の
人

を
講
師
に
迎
え
、
在
宅
ケ
ア
や
在

宅
医
療
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

な
ど
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
関
連
図
書
の
展
示
、
貸
出
を
行

い
ま
す
。
貸
出
利
用
に
は
、「
図
書

貸
出
券
」
が
必
要
で
す
（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。　
〈
日

時
〉
１
月
27
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
〜
同
３
時　
〈
場
所
〉

  

市
立
図

書
館（
尾
末
町
）　
〈
定
員
〉30
人（
先

着
順
）　
〈
申
込
開
始
日
時
〉１
月
８

日
㈫　

午
前
10
時
〜　
〈
問
い
合

わ
せ
先
〉
市
立
図
書
館
☎
22-

０

６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
３
０

０
番

庄
堺
公
園

バ
ラ
剪せ

ん

定て
い

講
習
会

〈
内
容
〉
バ
ラ
の
冬
季
剪
定
は
、１

月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
が
適
し
て

い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

剪
定
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉１
月
24
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
同
３
時　

※
荒
天
の
場
合

は
同
25
日
㈮
に
順
延　
〈
場
所
〉庄

堺
公
園
バ
ラ
園
（
開
出
今
町
）　
〈
費

用
〉
無
料　
〈
持
ち
物
〉
剪
定
バ
サ

ミ
、革
手
袋　
〈
そ
の
他
〉
申
込
不

要
。
野
外
で
の
講
習
の
た
め
、
防

寒
着
を
着
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉彦
根
市

都
市
公
園
指
定
管
理
者　

髙
木
・

技
研
特
別
共
同
体
☎
21-

３
９
２

３
番

平
成  30
年
度

冬
期
太
極
拳
教
室
受
講
生

〈
内
容
〉

 

健
康
増
進
や
体
力
維
持
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。　

〈
開
催
日
程
〉

 

２
〜
３
月
の
金
曜

日
（
全
６
回
）　

午
後
７
時
〜
同
８

時
30
分　
〈
場
所
〉
稲
枝
商
工
会

館
（
稲
部
町
）
２
階　
〈
定
員
〉
20

人
（
先
着
順
）　
〈
受
講
料
〉
４
、
８

０
０
円　
〈
申
込
方
法
〉⑴
〜
⑶
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
い
ず
れ
も
①
受
講

希
望
教
室
名
②
氏
名
③
年
齢
（
生

年
月
日
）④
郵
便
番
号
⑤
住
所
⑥
電

話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

⑴
（
一
社
）
彦
根
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

事
務
局
窓
口
へ
の
申
込
（
稲
枝
商

工
会
館
１
階
、
受
付
時
間
は
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
）
⑵
指
導
者
へ
の

申
込　

森
本
純じ

ゅ
ん

さ
ん
☎
24-

６
４

２
１
番　

⑶
郵
送
（
は
が
き
）　

は

が
き
の
裏
面
に
①
〜
⑥
を
書
い
て
、

（
一
社
）
彦
根
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事

務
局
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
※

申
込
者
が
10
人
未
満
の
場
合
は
、

教
室
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉（
一
社
）
彦
根
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
（
〒
５
２
１-

１
１
１
３　

稲
部
町
６
０
７-

１
）
☎

30-

９
６
７
４
番

ヨガ 〜こころとからだのメンテナンス〜
　家事や育児で疲れた体をヨガですっきり！簡
単にできる「ツボ押しヨガ」を楽しみましょう。
日時　1 月 16 日㈬　10：00 〜 12：00　
場所　同センター（里根町）和室
対象　未就園児の子どもの保護者
定員　10 人（先着順）　　費用　200 円
持ち物　飲み物　　託児　あり
申込開始日時　1 月 7 日㈪　9：00
※動きやすい服装でお越しください（あれば５本

指のソックスを着用）。

やさしい！おいしい！しあわせお菓子作り
　初心者でも失敗せず、安心して子どもに食べ
させられる、バレンタインスイーツを学びます。
日時　2 月 5 日㈫　10：00 〜 12：00　
場所　同センター（里根町）調理室　
対象　未就学児の子どもの保護者
定員　10 人（先着順）　　費用　200 円
持ち物　エプロン、三角巾　　託児　あり
申込開始日時　1 月 21 日㈪　9：00

申込・問い合わせ先　 市民交流センター
　☎・FAX23-3582　※電話、FAX か直接窓

口でお申し込みください。

市民交流センター
からのお知らせ
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子どもセンター からのお知らせ

赤ちゃんひろば
内容　赤ちゃんを遊ばせながら、保護者同士

が交流できるひろばです。開催時間中は自
由に参加できます。

日時　1 月 17 日㈭　13：30 〜 14：30
対象　２〜８か月児とその保護者
費用　無料

子育て講座　
親子ふれあい遊び
内容　新聞紙遊びやコマ遊びを通して、親子

のふれあいを楽しみましょう。
日時　1 月 18 日㈮　10：00 〜 11：30
対象　２〜３歳児（平成 26 年 4 月 2 日〜同 28

年 4 月 1 日生まれの子ども）とその保護者
定員　20 組（先着順） 　　費用　無料
持ち物　タオル・飲み物
申込期間　1 月 5 日㈯〜同 13 日㈰

望
遠
鏡
を
の
ぞ
く
と
・
・
・

も
っ
と
星
が
好
き
に
な
る
か
も

ボランティアガイド養成講座

歴史好き＆彦根好きの人、集まれ
仲間同士で一緒に学んでガイドしましょう！

内容　彦根を訪れる人に歴史や文化などをおも
てなしの心で紹介してみたい人に、ガイドに必
要な知識の講義などを行います（ガイドとしての
活動開始は６月頃の予定です）。　

日時　１月22日〜２月26日（毎週火曜日・全６回）
　いずれも 13：30 〜 16：00　
場 所　アル・プラザ彦根（大東町）６階　大学サテ

ライト・プラザ彦根　ほか　
講座内容　ガイドに必要な知識の講義や、彦根城

などでの現地研修、現役ガイドの体験談など　

対象　市内在住で、ボランティアガイドに関心が
あり、原則として全ての講座に出席できる人　

定員　10 人（先着順）　　費用　500 円（資料代）　

申込期間　１月４日㈮〜同11日㈮　
申込・問い合わせ先　彦根ボランティアガイド協

会（俳遊館内、9:00 〜 17:00、火曜日休館）
　☎・FAX22-6849　
※電話か FAX で、①住所②氏名③年齢④電話番

号を伝えてお申し込みください。

子ども教室　
電気のいらない簡単なラジオを作ろう！
内容　部品が少なくて簡単にできる「初歩
　のゲルマニウムラジオ」を作ろう！
日時　1 月 20 日㈰　13：30 〜 15：00
対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）

定員　10 人（先着順）　　費用　500 円（材料費を含む）

申込期間　1 月 5 日㈯〜同 16 日㈬

星空教室　
オリオン座大星雲
内容　オリオン座について

学びます。冬の夜空を大
きな望遠鏡で探訪してみ
ませんか。

日時　2 月 8 日㈮　
　19：30 〜 21：00
対象　天体に興味がある

人（小学生以下は保護者同伴）

定員　30 人（先着順）　　費用　300 円（幼児は無料）

申込期間　1 月 26 日㈯〜 2 月 6 日㈬
※雨天などの場合は中止。当日 16：00 以降に開催の有無を

確認してください。

申込・問い合わせ先　 子どもセンター
　（日夏町）☎28-3645、FAX28-3646
※電話か直接窓口でお申し込みください。

▲ゲルマニウムラジオ

ボランティアガイドの皆さん
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市
営
住
宅
入
居
者

〈
一
般
向
け
〉
肥
田
団
地
：
１
戸

（
単
身
）、
芹
川
団
地
：
１
戸
（
世
帯
）、

高
宮
竹
之
腰
団
地
：
１
戸
（
世
帯
）　

〈
車
椅
子
常
用
者
向
け
〉
馬
場
団

地
：
１
戸
（
世
帯
）　
〈
ひ
と
り
親
家

庭
向
け
〉
大
東
団
地
：
１
戸
（
世

帯
）　
〈
申
込
書
交
付
開
始
日
〉
１

月
15
日
㈫　
〈
申
込
期
間
〉１
月
21

日
㈪
〜
同
30
日
㈬　
〈
入
居
決
定

の
時
期
〉３
月
中
旬
頃　
〈
入
居
で

き
る
時
期
〉３
月
下
旬
以
降　
〈
そ

の
他
〉
本
人
ま
た
は
同
居
（
同
居
予

定
を
含
む
）
の
家
族
が
、

建
築
住

宅
課
（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
３
階
）
に

申
込
書
を
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
に
は
条
件
が
あ
る
の
で
、

詳
し
く
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

建
築
住
宅
課
☎
30-

６

１
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１

７
番

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
運
動
会

〈
内
容
〉
　

い
ろ
ん
な
ゲ
ー
ム
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
親
子
で
も
楽

し
め
る
運
動
会
で
す
（
子
ど
も
の
み

参
加
賞
あ
り
）。　
〈
日
時
〉

 

２
月
２

日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
同
２
時

30
分
（
受
付　

午
後
１
時
〜
）　
〈
場

所
〉

ふ
れ
あ
い
の
館
（
八
坂
町
）　

〈
対
象
〉幼
児(

３
歳
以
上)

〜
小
学

生
と
そ
の
保
護
者　
〈
費
用
〉50
円

フラワーアレンジメント＆
陶芸 in 荒神山

荒神山の自然を感じながら、フラワーアレ
ンジメントや陶芸などを楽しみましょう。

日時　①陶芸
　　　　2 月 10 日㈰ 10：00 〜 16：00
　　　②フラワーアレンジメント
　　　　3 月 24 日㈰ 13：00 〜 16：00
※片方のみの参加はできません。
※ 2 月 10 日㈰には、グランドゴルフやピザ

窯でのピザ作りも行います。
※陶芸作品は 3 月 24 日㈰にお渡しします。
場所　 荒神山自然の家（日夏町）

定員　20 人（先着順）　
費用　6,000 円
　（2 日分の材料代、昼食代などを含みます。①に参

加後、②に参加できない場合、費用の返金はでき

ません）

申込期間　1 月 10 日㈭〜同 25 日㈮　
申込・問い合わせ先
　 荒神山自然の家（月曜日休館）
　☎ 28-1871、FAX28-1872
　※電話か FAX で、①住所②氏名③年齢④

電話番号を伝えてお申し込みください。

大人対象
新たな趣味の発見や仲間作りに♫

（
１
組
）　
〈
申
込
開
始
日
〉
１
月
８

日
㈫　
〈
持
ち
物
〉
タ
オ
ル
、
飲

み
物　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

ふ
れ
あ
い
の
館
☎
25-
４
４
５

２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
47-

５
０
８
８
番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

水
鳥
の
観
察
会

〈
内
容
〉
琵
琶
湖
に
飛
来
す
る
水

鳥
を
観
察
し
、
自
然
を
身
近
に
感

じ
ま
し
ょ
う
（
小
雨
決
行
、
荒
天
中

止
）。　
〈
日
時
〉１
月
27
日
㈰　

午

前
９
時
〜
正
午  

〈
場
所
〉

 

犬
上
川

河
口　

※
滋
賀
県
立
大
学
北
側

駐
車
場
（
八
坂
町
）
に
午
前
８
時
50

分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。　

〈
費
用
〉
１
０
０
円
（
就
学
前
ま
で

は
無
料
）　
〈
定
員
〉
30
人
（
先
着

順
）　
〈
持
ち
物
〉
筆
記
用
具
、
雨

具
、（
あ
れ
ば
）
双
眼
鏡
な
ど　
〈
申

込
期
間
〉
１
月
７
日
㈪
〜
同
18
日

㈮　
〈
そ
の
他
〉暖
か
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
す
。　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
快
適
環
境
づ
く
り

を
す
す
め
る
会
事
務
局（
生
活
環

境
課
内
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番　

※
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

昨年の様子▼▶

◀︎
昨
年
の
様
子
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インターネットショッピングでのトラブルを防ぐために

▶︎彦根市消費生活センター
☎ 30-6144（平日 9:00 〜 12:00、13:00 〜 16:15）

※相談受付時に、氏名、住所、電話番号、性別、年齢、
職業などの個人情報をお聞きします。差し支えの
ない範囲でご協力をお願いします。

▶消費者ホットライン　局番なしの「１
い や や

８８」
※メッセージの案内に従って、居住地の郵便番号を

入力してください。最寄りの相談窓口に電話がつ
ながります（10:00 〜 16:00）。

第117
回

消費生活センターつうしん

　インターネットの普及により、国内だけでなく、海
外からでも簡単に買い物ができるようになりました。
しかし、インターネット上の情報は不十分なことも多
く、トラブルの原因になっています。
　主に寄せられる相談内容には、「商品の事故対応に困
っている」「解約をしたいが連絡がつかない」「『お試し
期間』だけと思って購入したら、知らないうちに『定
期購入』になっていた」などがあります。
　トラブルを招いた場合は、連絡したいのにつながら
ないなど、解約が困難な事態が起こることが予想され
るので、このようなことが起こらないよう、次のこと
に注意しましょう。

「購入ボタン」をクリックする前にチェックしよう
　□返品条件などの契約内容を確認する
　□購入先の事業者の連絡先をメモしておく
　□購入前にリコール対象製品になっていないかを確

　認する
　□安全に関する説明書を読む

体験してみよう
　本物そっくりのネットショップで、ゲーム感覚で買
物をしながら、消費者力を身につけることができます。
http://shishohi.main.jp/　（滋賀県消費者教育支援サイト）

回収実施店舗の一覧

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

店　舗　名
アル・プラザ彦根（大東町）
イオンタウン彦根（古沢町）
カインズホーム彦根店（馬場二丁目）
ザ・ビッグエクストラ彦根店（古沢町）
ドラッグユタカ彦根店（馬場一丁目）
ドラッグユタカ彦根南店（野瀬町）
パリヤサンペデックPマート（長曽根南町）
バロー彦根店（西沼波町）
バロー南彦根店（野瀬町）
ビバシティ平和堂（竹ケ鼻町）
フタバヤ彦根店（高宮町）
フレンドマート稲枝店（野良田町）
フレンドマート大藪店（長曽根南町）
フレンドマート彦根地蔵店（地蔵町）
平和堂彦根銀座店（銀座町）
平和堂日夏店（日夏町）
丸善彦根店（小泉町）

新聞 雑誌 雑がみ 段ボール 紙パック

※店舗によって回収する資源物の名称が異なる場合があります。詳しくは、各店舗にお問い合わせください
（彦根市ホームページでも各店舗の紹介をしています）。

※土・日曜日でも、店舗が営業中であれば、資源物を出すことができます。
※一部の店舗では、資源物の持ち込み量に応じて、店舗で利用できるポイントなどに交換できます。

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス　

　
　
　
　
　

ー
活
用
し
て
く
だ
さ
い　

古
紙
の
店
舗
回
収
ー

　

市
内
に
は
、
専
用
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
設
置
し
、
資
源
物
の
回

収
を
行
っ
て
い
る
店
舗（
左
表
の
と
お
り
）が
あ
る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

　

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

身近な場所で
ごみを資源として出すことができます！
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イベント

　市民の皆さんが、日頃、練習を重ねてきた成果を発
表する場として、また、優れた舞台芸術に親しみ鑑賞し
ていただく機会として、ひこね市文化プラザ（野瀬町）

で「プラザフェスティバル 2019」を開催します。
開催期間　2 月 9 日㈯〜同 24 日㈰（時間・場所など、詳

しくは下の一覧をご覧ください）

問い合わせ先
　ひこね市文化プラザチケットセンター 
　☎ 27-5200、FAX26-8602
※入場無料ですが、席には限りがあります。

プラザフェスティバル 2019

児童劇部門
2 月 9 日㈯ 10：30 〜　メッセホール
▶︎人形劇サークル 我

が

楽
らく

多
た

　　▶チーム通勤電車

クラシック部門
2 月 9 日㈯ 14：00 〜　エコーホール
▶彦根吹奏楽団
▶彦根混声合唱団
▶中嶋 雫　　　▶いなえ少年少女合唱団
▶木村 優子　　▶あふみヴォーカルアンサンブル

舞踊部門
2 月 10 日㈰ 14：00 〜　グランドホール
▶ TINA Belly Dance Studio
▶ハーラウ カ リコ プア オ カラニアーケア滋賀
▶エル・スポーツ彦根 Anela Hula( アネラ フラ )

▶ Hula O Ka Pua Pualani
▶舞ステップ
▶ RAZi ベリーダンサーズ

バレエ部門
2 月 17 日㈰ 15：00 〜　グランドホール
▶小野 佳代子バレエ教室　　▶吉田 朱里
▶ S.L.P. バレエスクール＆バトントワリング
▶織彩色舞
▶ ABA 靖本バレエ

▶カンパニー・ボナテラ彦根教室マーガレット・バレ
　エスタジオ
▶大橋 ふきこ ( ダンスユニット F)

チャレンジ部門
2 月 23 日㈯ 14：00 〜　エコーホール
▶琴真流 大正琴 芳月会
▶南の風よし笛 アンサンブル
▶琴伝流大正琴 淡海琴佑会
▶ゴスペルクワイヤ・Heart of Praise( ハート・オブ・
　プレイズ )

▶竹の音 ( ね ) 会　　▶福坂 常一郎
▶マンドリン四重奏団 リビング
▶ P.A.M.（ピーエーエム）

▶フラワーマサコ 宮地正子

邦舞・邦楽部門
2 月 24 日㈰ 14：00 〜　エコーホール
▶鈴政会　　▶和風民踊クラブ
▶新吉野流 勝登美会、燦ぱれす教室
▶筝曲 和香会 大西社中
▶環会
▶赤堀琉 鶴の会
▶正派若柳流 湖粋会
▶彦根若葉会
▶箏曲 生田流 紫会

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

松 居 直 和 写 真 展
～ 地 中 海 の 船 旅 ～

～2月16日㈯まで
（12月29日㈯～
1月3日㈭を除く）
8：30～17：30

高宮駅コミュニティセンタ―
（ 高 宮 町 ）
ギャラリー・ホール

米原市在住の松居直和さんの写真展を開催します。地中
海の明るい雰囲気の写真が並びます。
松居さん☎090-1586-0288　

自死遺族の会
「凪の会おうみ」
草 津 サ テ ラ イ ト

2月3日㈰
14:00～16:00
（受付13：30～）

草津市立市民交流プラザ
（ 草 津 市 野 路 ）
5 階 会 議 室

大切な人を自死で亡くした遺族が思いを語り合う「わか
ちあいの会」を開催します。費用：300円（茶菓子代）
滋賀県立精神保健福祉センター
☎077-567-5010、FAX077-566-5370　

ご来場お待ちし
ています♫
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イベント
※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://bfmap.city.hikone.shiga.jp）

男性介護者のつどい
「彦根こんき会」

1月14日(月･祝)
10：30～15：00

認知症の家族を介護する男性同士で語り合いましょう。途中
からでも参加できます。　費用：200円（昼食代は別途必要）
家族の会滋賀県支部（小宮さん）☎080-3797-4530

　 市 民 交 流 セ ン タ ー
（ 里 根 町 ）
図 書 学 習 室

街 中 サ ロ ン 1月10日㈭、同26日㈯
10：00～15：00

「minto」㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害、発達障害のある人やその家族が、悩みなどを
話して情報交換をする場です。みんなで交流しましょう。
NPO 法人彦根育成会☎20-9114、ＦＡX49-9115

元気21歩こう会
1月21日㈪

13：30～15：00
（集合 13：30）

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）

城下町を散策しましょう。
費用：100 円（保険代など）

「ひこね元気クラブ 21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

ひ こ ね で 朝 市 1月20日㈰
8：00～12：00

滋 賀 県 護 国 神 社 境 内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、湖魚料理、手作り雑貨などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、　hikonedeasaichi55@gmail.com

彦根市議会
議 会 報 告 会

1月26日㈯
13：30～15：00

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
1 階 セ ン タ ー プ ラ ザ

「ひこねの防災について考える」をテーマに、誰でも参加
できるクイズやゲームを通じて、災害に備えるきっかけを
作る体験参加型の議会報告会を開催します。
　議会事務局☎30-6130、FAX22-0906

人間文化セミナー
「在宅療養サポートに
おける栄養士の役割」

1月17日㈭
16：30～18：00

滋 賀 県 立 大 学
（ 八 坂 町 ）

A 7 - 1 0 1 講 義 室

講師に医療法人 西山医院 理事長・院長の西山順博さんを
招き、在宅療養サポートチームにおける栄養士の役割に
ついて、現状と課題を講演していただきます。
滋賀県立大学人間文化学部長控室
☎28-8401、FAX28-8479

がん患者サロン
「 り ら く 彦 根 」

1月22日㈫
13：00～15：00

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
3 階 講 堂

がん患者やその家族の交流の場です。がんと向き合って
いる人同士だから分かり合える思いを共有しましょう。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）、 
　gansoudan@municipal-hp.hikone.shiga.jp

1月8日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム介護家族のつどい

「ほっこり・らぶ」

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共
有したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
若年認知症の介護家族のつどい「ほっこり・らぶ」も同時
開催します（奇数月に開催）。
費用：200 円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

市 立 図 書 館
（ 尾 　 末 　 町 ）

　 ☎22-0649
 FAX26-0300

2月2日㈯
14：00～14：30

楽しいおはなしの
つ ど い

絵本の読み聞かせ、大型絵本、手遊びなど
ひこね児童図書研究グループ

1月26日㈯
10：30～11：30節 分 の つ ど い

節分にちなんだおはなしと工作をします。
対象：4歳以上の子どもと保護者　定員：20組
持ち物：ハサミ・のり・色ペン
申込開始日：1月5日㈯10：00～（先着順）

赤 ち ゃ ん サ ロ ン
1月8日㈫

10：00～11：30
（受付 9：45～10：00）

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）
多 目 的 室

子育てに関する情報交換や、保護者同士が出会える場です。
対象：2 ～ 6 か月児とその保護者　持ち物：バスタオル
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

2月9日㈯
14：00～14：30

絵 本 を 楽 し む
つ ど い

絵本の読み聞かせ、手遊びなど
テーマに沿って本を紹介します。
ひこね児童図書研究グループ

2月16日㈯
14：00～14：30

む か し ば な し を
聞 く つ ど い

昔話などを「語り」でします。　　　　　
彦根おはなしを語る会
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※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。
相　談

相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な　ど

女性、男性を問わず、心の悩み、夫婦・家族関係、職場の
人間関係（セクハラなど）、子どもに関することなど、さま
ざまな相談に応じます。

毎週水～金曜日（祝日は除く）
13：00～16：00

（最終受付 15：30）

ウィズ相談室
総 合 相 談 　男女共同参画センター

「ウィズ」
（　福祉センター前）

相談専用ダイヤル
☎21-5757

専門相談は、総合相談を受けた後で、必要な人のみ予約できま
す。「法律相談」では弁護士が、「こころの悩み相談」では臨床心
理士が相談に応じます。※「法律相談」は、係争中の案件や担当弁
護士と利害関係のある人の相談は受付できない場合があります。

ウィズ相談室
専 門 相 談
（ 法 律 相 談 ）
（こころの悩み相談）

要予約

毎週火～土曜日
10：00～18：00

☎23-2008
（電話相談）

毎週火曜日（祝日は除く）
10：00～14：00

市 民 交 流 セ ン タ ー
（ 里 根 町 ）

ひこね市民活動センター
市 民 活 動 ・
ボランティア相談

市民活動・ボランティアを始めてみたい、活動していて困っ
たことなどの相談に応じます。毎週火～土曜日は電話、
FAX、メールでの相談（ひこね市民活動センターにつながります）、
毎週火曜日は面談での相談（予約制）を受け付けます。
☎・FAX23-2008、　  hikone.cac@gmail.com

家族や地域のことなど、くらしの中のさまざまな心配ごと、
悩みごとの相談に応じます。　
彦根市社会福祉協議会☎22-0294（相談専用電話）

毎週水・金曜日
（第2水曜日・祝日は除く）
13：00～16：00

心 配 ご と 相 談 所 　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

交 通 事 故 相 談
毎週火・木曜日

  9：00～12：00
13：00～16：00

湖 東 合 同 庁 舎 ２ 階
（ 　 元 　 町 　 ）

被害者・加害者を問わず、専門の相談員が相談に応じます。
電話による相談にも応じます（祝日を除く月～金曜日）。
県立交通事故相談所彦根分室☎27-2230

　北老人福祉センター
（馬 場 一 丁 目）

偶数月の第2水曜日
（祝日は除く）

13：00～16：00

　南老人福祉センター
（ 田 原 町 ）

奇数月の第2水曜日
（祝日は除く）

13：00～16：00

心 配 ご と 相 談 所
出 張 相 談 所

ニートやひきこもりなど社会生活に困難を抱えている子ど
も・若者（おおむね 39 歳まで）やその家族が抱える問題を、
支援機関などが連携して解決に向けて相談に応じます。

子ども・若者総合相談
毎週月～金曜日（祝日は除く）
  9：00～12：00
13：00～17：00

子ども・若者総合相談センター
（ 　 福 祉 セ ン タ ー ）

☎47-3001
FAX26-1768

いじめによる悩み、ご相談ください。教育現場の経験者や
専門員が相談に応じます。本人・友人・家族など、どなた
からでもいじめ相談を受け付けます（彦根市ホームページか
らメールでのいじめ相談も受け付けています）。

毎週月～金曜日（祝日は除く）
 9：00～17：00

い じ め 相 談
ほ っ と ラ イ ン

　学校支援・いじめ対策室
☎24-7977

（相談専用電話）

悩みを抱える子どもからの相談、子育てで悩んでいる保
護者や家族からの相談に応じます（電話相談）。

毎週月・水曜日（祝日は除く）
14：00～17：00

子どもと親の悩みの
相 談 電 話

　 教  育  研  究  所
☎23-7867

（相談専用電話）

逓 信 サ ロ ン 毎週火･木曜日(祝日は除く)
11：00～16：00

逓 信 舎 １ 階
（ 河 原 二 丁 目 ）

☎20-9366

「人とのコミュニケーションが苦手」など、生きづらさを
抱えて悩んでいる若者向けのサロンです。卓上ゲームやお
しゃべりをする中で、一緒にこれからのことを考えてみま
せんか。※サロン開所時間以外は　子ども・若者課（☎
49-2251）にお問い合わせください。

てい しん

架空請求や悪質商法への対処、ク－リング・オフの方法、
多重債務問題など、消費生活や契約のトラブルに関する相
談に応じます。

毎週月～金曜日（祝日は除く）
  9：00～12：00
13：00～16：15

消 費 生 活 相 談
　 生 活 環 境 課
消 費 生 活 セ ン タ ー
（彦根駅西口仮庁舎3階）

☎30-6144

毎週月～金曜日
（祝日は除く）

  8：30～12：00
13：00～17：15

　 発達支援センター
（旧　子ども療育センター）

☎26-8282

発達（障がい）相談
発達に関して心配がある人、発達障がいのある人やその心
配がある人、家族などの相談に応じます（予約制）。電話
か直接窓口でお申し込みください。

こ と ば の 相 談
発音など、言葉に関して心配がある小学校入学までの子ど
も、家族の相談に応じます（予約制）。電話か直接窓口で
お申し込みください。

子どものことをはじめとする家庭内の悩み（育児不安、児
童虐待、ドメスティック・バイオレンスなど）について、相
談に応じます。

子ども・家庭相談
毎週月～金曜日
（祝日は除く）

8：30～17：15

　 家 庭 児 童 相 談 室
（ 　 福 祉 セ ン タ ー ）

☎23-7838
FAX26-1768

多言語（中国語、韓国語、英語、フィリピノ語、ポルトガル語、
ベトナム語）でさまざまな人権問題についての相談を受け付
ける相談電話です。電話は大津地方法務局につながります。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）

9：00～17：00

多 言 語 に よ る
人 権 相 談

☎0570-090-911
（相談専用電話）

※ 12 月 29 日㈯〜 1 月 3 日㈭は相談受付を行っていません。
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※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。
相　談

相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

担当弁護士がすでに申込者と利害関係がある人の相談を
受けている場合などは、相談が受けられないことがあり
ます（予約制。2月13日㈬ 8：30 から先着 6 人）。
相談料：１回（30分）5,400円（相談日にお支払いください）
※市内在住、在勤者に限定

2月22日㈮
13：00～16：00

滋賀弁護士会
法 律 相 談

2月15日㈮
13：00～16：00

相続・売買登記、土地の分筆・合筆、建物登記などの相談
に応じます（予約制。2月6日㈬ 8：30 から先着 6 人）。
※市内在住、在勤者に限定

登　　　記
相　　談

表 示 登 記

　子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）

☎28-3645
FAX28-3646

子 育 て
アドバイス相談 2月14日㈭

10：30～12：00

乳幼児期の心配事について、管理栄養士が相談に応じた
り、アドバイスを行ったりします。

1月10日㈭
10：30～12：00

臨床発達心理士　
まちこさんの子育て相談

３歳～小学生の子どもの心身の発達や、その他子育てに関
する相談に臨床発達心理士が応じます（①1月4日㈮～同27
日㈰②1月4日㈮～2月24日㈰に時間帯を選んで予約。先着3
人。1人１時間程度）。②2月25日㈪

9：00～12：00

①1月28日㈪
9：00～12：00

　 ま ち づ く り 推 進 室
（彦根駅西口仮庁舎3階）

☎30-6117
FAX22-1398

が ん 患 者 さ ん の
就 労 相 談 会

2月20日㈬
13：30～15：30

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
2 階 3 ブ ロ ッ ク

がんになっても治療しながら働くための相談に、滋賀産業保
健総合支援センターの両立支援促進員が応じます（予約優先。
前日までに予約。先着 2～3 人）。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）

人権なんでも相談
いじめ、あらゆる差別など、人権に関する相談に人権擁護
委員が応じます。
大津地方法務局彦根支局☎22-0242

2月6日㈬、同20日㈬
13：00～15：00

相 談 室
（彦根駅西口仮庁舎4階）

空き家ツキイチ相談会
市内に空き家を所有する人や、空き家に住みたい・活用した
い人の相談に応じます（２月15日㈮までにご予約ください。先着
7人。1人30分程度）。
彦根市空き家バンク事務局（的場さん）☎23-2123

2月18日㈪
9：00～17：00

相 談 室
（彦根駅西口仮庁舎4階）

アルコールに関する問題について、本人や家族の相談に
精神科医師、保健師などが応じ、必要に応じて医療機関な
どの紹介・調整をします（予約制）。

ア ル コ ー ル 相 談 2月1日㈮
14：00～16：30 彦 根 保 健 所

（ 和 田 町 ）
    ☎21-0283
FAX26-75402月15日㈮

14：00～16：00

心の健康に不安を持つ本人や家族の相談に医師や保健師が
対応し、必要に応じて医学的指導、医療機関や施設の紹介
などをします（予約制）。

精神保健福祉相談

さまざまな人権問題についての相談を受け付ける相談電
話です。電話は最寄りの法務局につながります。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）

8：30～17：15

全国共通人権相談ダイヤル
みんなの人権110番

☎0570-003-110
（相談専用電話）

行政書士無料相談会
相 続 手 続 相 談

2月8日㈮
13：00～15：00

相続に関する手続き（遺言書の作成、遺産分割に関することな
ど）の相談に応じます（予約制。1月30日㈬８：30 から先
着 8 人）。　※市内在住、在勤者に限定

行政相談委員による
行 政 相 談

2月12日㈫
13：00～15：00

国・県・市などに対する苦情や意見・要望に関する相談に
応じます（30 分程度）。　※市内在住、在勤者に限定

相続、登記、遺言書の書き方や道路交通など、国・県・市の
行政全般の相談に応じます。相談無料で秘密は守られます。
総務省滋賀行政監視行政相談センター☎077-523-1100

大学サテライト・プラザ彦根
（アル・プラザ彦根６階）

行政なんでも相談所
1月17日㈭

13：30～16：00
（受付 13：00～15：30）

相続登記や関連する相談（遺言書作成、相続放棄手続、空き家問
題、成年後見など）に、司法書士が応じます。※1 人 30 分程度
滋賀県司法書士会☎077-525-1093

2月16日㈯
13：00～16：00

（受付 12：45～15：30）

滋賀県司法書士会
相続に関する無料相談会

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
2 階 研 修 室 1

※ 12 月 29 日㈯〜 1 月 3 日㈭は相談受付を行っていません。
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井
伊
直
弼
は
、
幕
末
に
お
け
る
日
本
の

政
治
を
大
老
と
し
て
リ
ー
ド
し
た
大
政
治

家
で
あ
っ
た
一
方
、
主
に
井
伊
家
の
家か

督と
く

を
継
ぐ
ま
で
の
期
間
に
培

つ
ち
か

っ
た
文
芸
の
知

識
・
素
養
を
持
っ
た
文
化
人
で
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
多
様
な
顔
を
持
つ
直
弼

で
す
が
、
そ
の
花
押
を
通
し
て
彼
の
一
面

を
覗の

ぞ

い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

花
押
と
は
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
印

鑑
や
サ
イ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
例
え

ば
、
そ
の
文
書
が
自
分
の
も
の
で
あ
る
と

証
明
す
る
た
め
の
も
の
で
、
現
在
で
も
内

閣
の
閣
僚
た
ち
は
こ
れ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

花
押
が
サ
イ
ン
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ

も
の
で
あ
る
以
上
、
１
人
の
人
間
が
持
つ

花
押
は
１
つ
と
い
う
の
が
当
然
か
と
思
わ

れ
そ
う
で
す
が
、
歴
史
上
で
は
自
分
の
花

押
を
変
更
し
た
り
、
複
数
の
花
押
を
使
っ

た
人
物
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
ま
す
。
例

え
ば
、
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
織
田
信
長
が

そ
う
で
す
。
信
長
は
、
地
位
や
立
場
の
変

化
に
伴
い
、
そ
の
意
志
を
表
す
た
め
に
花

押
を
変
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
直
弼
も
複
数
の
花
押
を
用
い
た
１
人

で
す
。

　

井
伊
直
弼
の
花
押
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
当
館
の
刊
行
物
な
ど
で
も
何
度
か
触

れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
紹
介
さ
れ

た
の
は
２
種
類
の
み
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
直
弼
は
５
種
類
も
の

花
押
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
新
た
に
分
か

り
ま
し
た
。
形
で
分
類
し
た
５
種
類
の
花

押
Ａ
～
Ｅ
（
写
真
）
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
私
的
な
内
容
の
文
書
に
使
わ
れ

た
花
押
Ａ
～
Ｄ
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま

す
（
花
押
Ｅ
は
公
文
書
に
使
わ
れ
ま
し
た
）。
さ

ら
に
、
花
押
Ａ
～
Ｄ
が
誰
に
宛
て
た
文
書

に
使
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
注
意
し
た

と
き
、
驚
く
こ
と
に
わ
ず
か
２
人
の
人
物

に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

１
人
が
直
弼
の
従
兄
弟
で
あ
り
友
人
で
も

あ
っ
た
福ふ

く

田で
ん

寺じ

（
米
原
市
）
の
僧
侶
摂せ

っ

専せ
ん

で

あ
り
、
も
う
１
人
が
長な

が

野の

義よ
し

言と
き

で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
摂
専
宛
て
の
手
紙
の
花
押

は
時
期
に
よ
り
変
化
が
あ
り
ま
す
。
花
押

Ａ
は
直
弼
が
最
初
期
に
使
っ
て
い
た
も
の

で
、
直
弼
が
部
屋
住
み
と
し
て
若
い
時
期

を
過
ご
し
た
埋

う
も
れ

木ぎ
の

舎や

時
代
に
使
わ
れ
な
く

井
伊
直
弼
の
花か

押お
う

写
真
の
作
品
は
、
常
設
展
示
「
ほ
ん
も

の
と
の
出
会
い
」
で
、
１
月
９
日
㈬
か

ら
２
月
５
日
㈫
ま
で
展
示
し
ま
す
。

第269回

▲花押A

な
り
ま
す
。
次
い
で
、
直
弼
が
井
伊
家
の

後
継
ぎ
と
な
り
、
直
弼
に
と
っ
て
大
き
な

画
期
と
な
っ
た
弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）

を
境
に
花
押
Ｂ
か
ら
花
押
Ｄ
に
変
わ
り
ま

し
た
。

　

花
押
Ｂ
は
、
江
戸
に
出

し
ゅ
っ

立た
つ

す
る
旨
を
告

げ
た
文
書
（
弘
化
３
年
１
月
付
）
に
使
用
さ

れ
た
の
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
花
押
Ｄ
が
、
井
伊
家
の
跡
継
ぎ
と

な
り
将
軍
に
謁え

っ

見け
ん

し
た
後
に
、
将
軍
に
お

目
見
え
・
登
城
し
た
旨
を
告
げ
る
文
書

（
弘
化
３
年
５
月
付
）
に
用
い
ら
れ
た
の
を
初

め
に
、
そ
れ
以
降
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
直
弼
が
井
伊
家
の
跡
継
ぎ
と
な
っ

た
こ
と
で
、
摂
専
と
の
関
係
に
何
ら
か
の

変
化
が
生
じ
た
こ
と
の
現
れ
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
身
分
的
な
立
場
の

変
化
が
私
的
な
世
界
の
関
係
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
で
、
興
味
深
い
と
い

え
ま
す
。

　

一
方
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
花
押
Ｃ
は
、
直
弼
が
彦
根
藩
の

跡
継
ぎ
と
な
る
前
も
そ
の
後
も
使
わ
れ
続

け
ま
す
。
こ
の
違
い
は
、
手
紙
の
相
手
や

内
容
、
時
期
や
手
紙
の
形
式
の
あ
り
方
な

ど
、
複
雑
な
要
素
が
絡
ん
だ
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
は
今
後
の
課
題

と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
花
押
の
変
化

や
使
い
分
け
か
ら
、
直
弼
と
彼
が
交
流
し

た
人
物
と
の
関
係
を
読
み
解
く
こ
と
が
で

き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

竹
内
光
久
）▲花押B

▲花押C

▲花押D

▲花押E
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チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。https://bunpla.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

【公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎未就学児が入場できない公演については、託児サービスを行
　います。子ども1人1,000円です。公演の10日前までにお申し
　込みください。

1月の休館日　1日(火･祝)～3日㈭、7日㈪、15日㈫、21日㈪、28日㈪

3月4日㈪ 13：30　グランドホール

【1 月 5 日㈯  9:00 ～ 予約開始】
一般 S 席 :6,480 円

【発売中】友の会 S 席 :5,800 円

福田こうへいコンサート2019
　　　　　　 　 ～一所懸命～
指定

3月31日㈰ 14：00　グランドホール

【発売中】一般 :4,000 円、友の会 :3,800 円

特撰落語会
三遊亭小遊三・三遊亭円楽 二人会

指定

※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります。（有料 /要予約）

 2月21日㈭ 14：30　グランドホール

【発売中】一般 :6,000 円、友の会 :5,500 円

三山ひろしコンサート2019

指定

※その他A席 :4,320 円、GLチケット :2,000 円あり
（ひこね市文化プラザでの取り扱いはありません）
※3歳以下膝上可 (席が必要な場合は有料）

※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります。（有料 /要予約）

　2012 年、日本
民謡フェスティバ
ルでグランプリを
受賞し、「南部蝉し
ぐれ」でデビュー。
　過去 4 回 NHK
紅白歌合戦に出場
した実力派歌手・
福田こうへいの彦
根公演です。

博物館だより

▲竜笛　銘花鳥丸

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

テ
ー
マ
展

1月8日㈫まで

　彦根出身で近代を代表する書家、日下部鳴鶴（1838-1922）。
近年、当館が新たに収蔵した鳴鶴作品をお披露目します。

「近代の書聖 日下部鳴鶴　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 －新出資料を中心に－」

講

　座

常設展示「“ほんもの”との出会い」
では、譜代大名筆頭・井伊家に伝来し
た名宝を中心に展示を行っています。

【展示室（一部）の休室・休館のお知らせ】
■一部休室　１月８日㈫～２月５日㈫
　　　　　　２月８日㈮～３月４日㈪
■休館日　　2月6日㈬、同7日㈭
※詳しくは、当館ホームページをご覧ください。

く さ か べ か くめ いしょ せ い

しん しゅつ

1月9日㈬～3月4日㈪

竜笛　銘花鳥丸
　竜笛は、雅楽で使用す
る横笛の一種。本作は、
平安時代に遡（さかのぼ）
る貴重な古楽器です。笛
筒（ふえづつ）は江戸時
代の制作で、銘（めい）
にふさわしく、桜の折枝
（おりえだ）と尾長鳥（おながどり）を蒔絵（まきえ）で表し、底
の金具も桜花文（おうかもん）とする入念な作りとなっています。

講座「私の研究最前線」
　彦根城博物館の学芸員が、各自の研究テーマに
ついて、日頃の研究の成果を踏まえて解説します。

①「井伊直亮の道具帳～大コレクションの記録～」
日時　1月19日㈯　13：30～15：00
講師　髙木　文恵

②「彦根藩の年貢米輸送」
日時　2月2日㈯
　　　13：30～15：00
講師　渡辺　恒一

【①②共通】
※会場は当館講堂、定員は60人です。
※資料代はいずれも100円です。
※申込は当日受付（先着順）です。受付は 13:00～
開始します。

りゅう て き かめ い ちょう ま る

なお あき

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

ほ
会

ほ
会

んんものの”
“

いの出ののと
▲彦根御城米勘定目録

文化プラザだより
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図書館休館日
（2月）

4日㈪、11日（月・祝）、18日㈪
特別整理期間：20日㈬～28日㈭

彦根市立図書館　
☎22-0649　FAX26-0300

2月

彦根市事業公社
☎23-4135　FAX23-4134

2月

※駐車場での駐車時間は、１か所当たり約30分間です。
※巡回日の10:00現在で、「暴風警報」または「特別警報」が
　　　　　　　発令されている場合は、巡回を中止します。

1日㈮

5日㈫

6日㈬

7日㈭

8日㈮

9日㈯

12日㈫

13日㈬

14日㈭

15日㈮

16日㈯

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

27日㈬

宮 田 町 山 田 神 社
ＪＡ東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館
太 平 団 地
市 民 交 流 セ ン タ ー
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟
清 崎 町 ば ん ば
Ｊ Ａ 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 町 公 民 館
亀 山 出 張 所
人 権 ・ 福 祉 交 流 会 館
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館
Ｊ Ａ 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）
平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門
稲 里 町 公 民 館
みずほ文化センター前駐車場
稲 枝 駅 前
千 鳥 ケ 丘 会 館 横
小 泉 町 公 民 館
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
後 三 条 会 館
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 （ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港 屋 駐 車 場 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：３０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：１５
１４：００
１４：５０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

野田山、三津、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、
銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河
原二丁目の一部を含む）、松原一丁目、松原二丁目、松
原（四ッ川）、西今（松田団地）、平田（大沢）
野田山、海瀬、幸、三津屋、野瀬、西今、西今（伊庭団地）、須越
里根、外、野田山、八坂、須越、西今、八坂東団地、
正法寺
地蔵、正法寺、小泉（開出）、山之脇、芹川（北）、宇尾、
竹ケ鼻、開出今（蔵の町団地）、八坂東団地、里根、外、
開出今
地蔵、地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、後三条（上）、開出今、
甘呂、岡、東沼波（サニー団地）、橋向、芹川
大橋、元岡、芹、安清、芹中、沼波、正法寺（太平団地）、
西沼波（東部）、甘呂、清崎（東・西・清崎団地）、八坂北、地蔵
城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、
池州、正法寺（太平団地）、馬場一丁目、馬場二丁目、
長曽根、八坂北、開出今（1部）、日夏
小泉、中藪、戸賀、大藪、日夏、賀田山（大山・小山・茂賀・
小田部）

小泉、平田（南）、中藪、日夏、金沢（林・中下・長江）、田原、金田、
石寺（上・下）、上岡部、下岡部、出路
田附、東沼波、稲枝（西・東）、服部、金沢（金沢団地）、彦富、
肥田、稲部（南）、彦富（笹田団地）、野良田、金亀、元、船、旭、
佐和
上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、稲部（稲部）、金沢（金
沢団地）、肥田（西肥田）、稲部（東）、鳥居本地区、彦富（笹
田団地を除く）

新海、南三ツ谷、甲崎、東沼波、西沼波、鳥居本地区、
古沢（佐和山東・佐和山西）、上西川、下西川、彦富、大
東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第1部）、
中央（第2・3部）、新、立花
柳川、稲部（稲部）、稲里、平田（北・中・西）、長曽根
南、後三条（下）、東沼波、西沼波（本郷住宅）、大堀、
鳥居本地区、太堂、千尋、肥田（西肥田を除く）、古沢（東
山・松縄手・沢・駅東・三ノ丸）

錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、
鳥居本地区、楡、安食中、西沼波（出屋敷）、東沼波
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、大堀、
極楽寺、辻堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、蓮台寺、堀、森堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、犬方、出、葛籠、法士

1日㈮

4日㈪
5日㈫

6日㈬

7日㈭

8日㈮

12日㈫

13日㈬

14日㈭

15日㈮

18日㈪

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

25日㈪
26日㈫
27日㈬
28日㈭
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　皆さんは、「マイノリティー」という言葉の意味
を知っていますか。マイノリティーは「少数派」と
いう意味で、社会において人種や民族、言語や宗教
などで少数派であることを表しています。私は日本
に来てあと数か月で 5 年になりますが、この間に多
くのことを学び、厳しい体験をした時もありました。
しかし、今までの月日を振り返ってみると、「マイノ
リティーとして生きる」という経験が、一つの大き
な学びになったのではないかと思います。
　私は白人で、ブラジル人であり、カトリック教で、
母国語がポルトガル語です。ブラジルでは、同じよう
な背景を持つ人と接する機会がほとんどでした。そ
の上、自分が白人ということもあり、ブラジルで暮
らしている黒人やアジア系などの人が感じると思わ
れる差別や偏見などを、自分自身が意識したり経験
したりすることはなかったと思います。
　ところが、私は来日した時から、逆の立場になりま
した。「この場で外国の人は私だけ」「私は何もして
いないのに、なぜ怪しげな目で見られるのかな？」
と感じることが何度もありました。道を歩くだけで
なぜか目立ってしまい、戸惑う日々が始まりました。
人生で初めてマイノリティーになったなと、ある時
ふと気付きました。
　それらを通じて分かったことは、マイノリティー

になるのは、誰にでも起こりうるということです。私
は、母国を出て「日本に住む外国人」というマイノリ
ティーになりましたが、例えば交通事故に遭い、車
椅子の生活になる人もいるでしょう。つまり、「健常
者」という多数派（マジョリティー）から、「障害者」と
いう少数派になるわけです。生まれながらマイノリ
ティーの人もいれば、人生の途中でマイノリティー
になることも十分に考えられることです。
　それが分かったと同時に、それぞれのマイノリ
ティーが抱える不安や苦難は、決して他人事ではな
いと思えるようになりました。世の中には、マイノ
リティーに対して、ネガティブなイメージを持って
いないとしても、彼らのことを自分とは縁のない世
界の人だとどこかで感じ、あまり気にかけないとい
う人もいると思います。しかし、ある日突然自分が
マイノリティーになることもありえますし、自分の
家族や友達、職場の仲間などの中には、きっとマイ
ノリティーの人がいるはずです。マジョリティーの
人の周りには、こんなにたくさんのマイノリティー
の人がともに暮らしているのに、どうして縁のない
ことだと思うのでしょうか。
　私は外国人の立場になったことでいろいろなこと
に気付きましたが、同じような気づきを得るのに母
国を離れる必要はないと思います。誰でも、身近に
いるマイノリティーのことを考えて行動することが
できます。いつまでもマジョリティーとして生きら
れる保証がないからこそ、互いに助け合える社会を
作るのは、私たち一人ひとりの責任であると思いま
す。

　　【彦根市国際交流員　ナターリャ】　　

ナターリャ
　　の部屋

第54回

マイノリティーとして生きる
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備えよう住宅用火災警報器
１０年経ったら取り替えましょう！

救急車は限りある資源です。
適正な利用にご理解・ご協力をお願いします。

平成 31 年　彦根市消防出
で

初
ぞ め

式
し き

消防だより

消
防
出
初
式
は
、
消
防
に
か
か
わ
る
人

た
ち
の
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
決
意
表
明

の
催
し
で
す
。
彦
根
市
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文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

１
月
26
日
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

昭
和
30
年
に
定
め
ら
れ
、
今
年
で
65
回

目
を
迎
え
ま
す
。

奈
良
の
法
隆
寺
で
昭
和
24
年
１
月
26
日

早
朝
に
、金
堂
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。
同

年
２
月
に
は
、
愛
媛
県
の
松
山
城
の
筒
井

門
な
ど
３
棟
、
６
月
に
は
北
海
道
の
松
前

城
の
天
守
な
ど
２
棟
が
焼
損
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
火
災
を
教
訓
に
、
貴
重
な
国

民
的
文
化
財
を
火
災
・
地
震
な
ど
の
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
文
化
財
施
設
へ
の
立
入

検
査
や
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
文
化
財
を

守
る
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
内
各
地
に
は
、彦
根
城
を
は
じ
め
、多

く
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
い

歴
史
の
中
で
先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た
貴

重
な
文
化
財
を
火
災
な
ど
か
ら
守
り
、
将

来
に
継
承
す
る
た
め
に
も
、
次
の
事
項
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
り
、
文
化
財
の
近
く
で

た
き
火
な
ど
の
火
災
の
原
因
と
な
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
文
化
財
の
周
り
に
、
燃
え
や
す
い
物
を

放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

新春の恒例行事の一つとなっている消防出初式の始まりは、
江戸前期の万治 2年（1659）にまでさかのぼります。
明暦 3年（1657）に江戸で大火が起こりました。時の老中

稲
いな

葉
ば

伊
い

代
よ

守
のかみ

正
まさ

則
のり

は、万治 2年（1659）1月 4日に定
じょう

火
び

消
けし

を
率いて江戸の上野東照宮前で出初を行って気勢をあげ、被災
し困窮していた江戸の住民に大きな希望と信頼を与えました。
このことが契機となり、次第に儀式化され、全国各地に波

及し、お正月の恒例行事として今日の消防出初式に受け継が
れています。

甲種防火管理新規講習

日時　2 月 20 日㈬、同 21 日㈭
　　　9：00～16：00 
場所　南地区公民館 （甘呂町）

定員　80 人（先着順、 消防本部管内者または在
勤者を優先）　

受講料　4,280 円（テキスト代を含む）

申込期間　1 月 21 日㈪～同 25 日㈮ 8：30～
17：15

問い合わせ先　 消防本部予防課（西今町 415）

　☎ 22-0332、FAX22-9427
※申込窓口は、 消防本部予防課のみです。電話、
FAX、郵送、インターネットなどからの申込は受
け付けていません。

1 月 12 日㈯ 10:30 ～ 12:00　彦根城大手前保存用地（金亀町）

エイ！

【消防まめ知識】 消防出初式の由来

話題のひろば

ヤ
ア ヤ

ア ！
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話題のひろば

投稿内容　彦根の風景や文化、何気ない日常など、彦根の
魅力が伝わる写真や動画

投稿方法　ご自身のアカウント上で投稿する際、ハッシュ
タグ「#lovehiko」を付け、撮影場所を明記して投稿
してください（投稿する上での注意点などは、Facebook・
Instagram 内の投稿要領をご確認ください）。

彦根の魅力を再発見させてくれる内容の投稿を「彦根市
シティプロモーション」の Facebook と Instagram で紹
介するほか、投稿された写真
の中から市が選定したものを、
彦根市ホームページなどで紹
介します。

問い合わせ先　 シティプロ
モ ー シ ョ ン 推 進 課 ☎ 30-
6143、FAX23-1916

あなたが撮った
彦根のまちの
写真や動画。

「#lovehiko」と
付けて、
投稿しませんか？

■F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook

■ I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram

た
く
さ
ん
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

毎年恒例・お城の大掃除！

彦根城ですす払いが行われました

　12 月 13 日に彦根城の天守、西の丸三重櫓、天秤櫓、
太鼓門櫓などで、職員 30 人によってすす払いが行わ
れました。
　高さ約 20 ｍの天守では、職員が窓から命綱をつけ
身を乗り出し、専用のほうきでひさしや外窓の飾部分
のほこりを払いました。天守の内部でも、天井の梁な
ど 1 年分のほこりを丁寧に落としました。
　すっかりきれいになった彦根城。この後はしめ縄、
門松が飾られ、新年を迎える準備が進んでいきました。

ひこにゃんが台湾開催の
ご当地キャライベントに参加しました

　12 月 7 日～ 9 日に、台湾（高雄市）で初めて開催された
ご当地キャラクターイベント「ご当地キャラ Expo in 高雄」
にひこにゃんが参加しました。近年、台湾では日本のご当地
キャラが大きな話題となり、台湾のご当地キャラクターが誕
生し始めています。本イベントは、日台の交流と日本への誘
客のきっかけとするため開催されました。
　ひこにゃんは、ステージパフォーマンスを行ったほか、
キャラクターブースでは「ふかふかしてかわいい」と台湾
の子どもたちに人気で、一緒に写真撮影をするなど、来場
者とのふれあいを楽しみました。
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健康だより

〜子どもの成長に合わせた
食生活アドバイス～

離乳食や幼児食など毎日の食事作りで困って
いることや、成長の変化に合わせて作る食事など、
この機会に聞いてみませんか。
日時　2月15日㈮　
　9:00 ～、10:30 ～　〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄

養相談を受け付けています。

栄 養 相 談

助産師を囲んで子育ての楽しさや悩みなど、何
でも気軽に話しましょう。
日時　1 月 30 日㈬　10：00 〜 11：30（受付 

9：45 〜 10：00）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　市内に住民登録のある 2 〜 3 か月児とその

保護者
持ち物　母子健康手帳、バスタオル（おくるみも可）

ぴ よ ぴ よ サ ロ ン

乳がん検診
対象　市内に住民登録のある 40 歳以上の人（3月31

日現在）

受診期限　3 月 30 日㈯
検診項目　
▶ 40～49歳　問診、マンモグラフィ（2方向）

▶ 50歳以上　 問診、マンモグラフィ（1方向）

　

指定医療機関（いずれも要予約）

① KKC ウエルネスひこね健診クリニック（駅東町）
　☎ 050-3541-2265
②彦根市立病院（八坂町）健診センター
　☎ 22-6058
③豊郷病院（犬上郡豊郷町）

　☎ 35-3001
　

子宮頸がん検診
対象　市内に住民登録のある 20 歳以上の人（3月31

日現在）

受診期限　3 月 30 日㈯
受診方法　検診料 500 円を持って、直接医療機関で

受診してください。

指定医療機関（①〜⑥は予約不要、⑦〜⑨は要予約）

①足立レディースクリニック（佐和町）
　☎ 22-2155
②神野レディスクリニック（中央町）

　☎ 22-6216
③神野レディスクリニック アリス（八坂町）

　☎ 29-9025
④神野レディスクリニック ソフィア（川瀬馬場町）

　☎ 25-5566
⑤はやし婦人クリニック（竹ケ鼻町）☎ 26-0528
⑥彦根中央病院（西今町）☎ 23-1211
⑦彦根市立病院（八坂町）健診センター☎ 22-6058
⑧ KKC ウエルネスひこね健診クリニック（駅東町）

　☎ 050-3541-2265
⑨山下医院（長曽根町）☎ 24-5290

乳がん・子宮頸がん検診 ( 医療機関検診 )

受診できる医療機関など詳し
くは、広報ひこね 5 月 15 日号と
同時に配布した「平成 30 年度彦
根市健康診査・がん検診のお知ら
せ」や彦根市ホームページをご覧
ください。

受診方法が変更になりました
①指定医療機関へ電話で予約する
②検診料 500 円を持って受診する

※乳がん・子宮頸がん検診は 2 年に１回の検診
です。集団検診を含めて、平成29年4月１日
から平成30年3月31日の間に、彦根市の乳
がん・子宮頸がん検診を受けた人は、今年度
受診できません。ただし、がん検診無料クー
ポン券対象者は受診できます。

※乳がん・子宮頸がん検診は、滋賀県内の医療機
関でも受診できます。詳しくは、彦根市ホー
ムページをご覧いただくか、 健康推進課へ
お問い合わせください。

※検診の結果は、受診した医療機関から直接は
がきで届きます。

※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。23 2019・1・1

  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

健康だより

谷
口
幸こ

う

生せ
い

ち
ゃ
ん

（
甲
田
町
）

西
村
碧あ

お

真ま

ち
ゃ
ん

（
地
蔵
町
）

※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。

Ａア

ズ

ロ

Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ｏ 

Ｅエ

リ
Ｌ
Ｙ
ち
ゃ
ん

（
日
夏
町
）

2 月 の 乳 幼 児 健 康 診 査
　

子育てに関する相談に保健師、
栄養士が応じます。
日時　2月12日㈫・同28日㈭
　　　9：30～11：00
場所　くすのきセンター 1 階

　　※栄養士に相談できる日は、
　　　2月28日㈭です。
持ち物　母子健康手帳

～１日２回食に進めましょう～
　栄養士の話、離乳食の試食など
　※参加は 1人1回限りです。
日時　2月1日㈮
　　　10：00～11：30
　　　（受付 9：45～10：00）
場所　くすのきセンター 2 階
対象　市内に住民登録のある７～

　　８か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳

※個人通知はありませ
んので「すくすく手
帳」で内容・持ち物
をご確認ください。

※１歳６か月児健診は、
仕上げみがき用歯ブ
ラシをお持ちくださ
い。

※２歳６か月児健診は、
問診票に「ささやき
声検査」の結果をご
記入ください。

※３歳６か月児健診で
は、検尿があります。
朝一番の尿を、きれ
いに洗ったビンなど
に入れてお持ちくだ
さい。

※対象児の生年月日をご確認の
　うえ、お越しください。
※該当月に来られない場合は、
　ご連絡ください。

乳幼児個別相談

離 乳 食 教 室
健　診　名 実施日 対　　　　　　象

場　　所　くすのきセンター 1 階

４ か 月 児

1 0 か 月 児

１歳６か月児

２歳６か月児

３歳６か月児

受付時間　12 ：  45～14  ：  00

平成30年 31月 日～ 月 日生

平成30年

平成30年

平成30年

10 10

19日㈫

26日㈫

13日㈬

20日㈬

8日㈮

15日㈮

14日㈭

21日㈭

18日㈪

25日㈪

16

30月 日～ 月 日生16

月 日～ 月 日生　110 10 15

月 日～　1 月 日生4 15

平成28年

平成28年

月

31月 日～ 月 日生

月 日～7 月 日生　1

　1

月

7

7

平成29年 月 日～7 日生7

15

16

月 日～7 日生　1平成27年 7 15

平成29年 月月 日～7 16 7 31

7

月 日～7 日生平成27年 7 3116 月

日生

15

4

4 4
　

常習的な喫煙は、ニコチン依存に陥りやすくなり
ます。
「たばこのない新しい生活」「たばこのない新しい

自分」に出会うための一歩を応援します。
日時　2月13日㈬
　　　9：00 〜、10：00 〜、11：00 〜
場所　くすのきセンター２階
定員　３人（各時間１人、予約制）

内容
●たばこへの依存度が分かる検査
　肺の汚れ度チェック（呼気中の一酸化炭素の濃度測定）

　たばこの依存度チェック（尿中ニコチン濃度検査）

●たばこのやめ方についてのアドバイス

ら く ら く 禁 煙 相 談
「はたちの献血」 

　冬季は献血する人が減少する傾向にありま
す。成人式を迎える「はたち」の人など、市民
の皆さんの献血へのご協
力をお願いします。
　特に「成分献血」「400
㎖献血」のご協力をお願い
します。

滋賀県献血キャラクター▶︎
「ちーたん」　

あなたも、献血してみませんか？

彦根市に「暴風警報」ま
たは「暴風雪警報」が
10：30時点で発令され
た場合、乳幼児健康診査
は中止になります。「特
別警報」の場合、発令時
刻や特別警報の種類に関
わらず中止となります。
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　　　　　　平成30年12 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

113,179 人    （＋ 39）
　 56,217 人    （＋ 27） 

56,962 人    （＋ 12）
47,874 世帯    （＋ 65）

今月の納税 市県民税（第 4 期） 1月31日㈭までに納めましょう
　問い合わせ先　 税務課☎ 30-6140、FAX22-1398

※口座振替ではない人の納付書は一括で送付済みです。問い合わせ先　 税務課諸税管理係☎ 30-6108、FAX22-1398
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 納税課☎ 30-6109、FAX22-1398

カンパ〜〜〜イ

　水餃子や中国の家庭料理を一緒に作って食事
をしたり、アトラクションを楽しんだりして交流
を深めます。
日時　1 月 20 日㈰　10：00 〜 16：00　
場所　市民会館（尾末町）２階
費用　1,000 円（小学生～大学生・研修生は 500 円、

幼児は無料）

申込期間　1 月 10 日㈭〜同 18 日㈮
申込先　国際交流サロン☎ 22-5931（9：00 〜

17：00 ※土・日曜、祝日は除く）

問い合わせ先　彦根市日中友好協会事務局（北村
さん）☎ 090-3924-2998（13：00 以降）
kitakotetu@gmail.com

彦根春節交流会

多国籍料理教室
　カナダ東部ケベック州の伝統的な料理「パテ・シノワ」「クル
スタッド・オー・ポム」を作りながら、カナダの食生活や文化
に親しむ教室です。

▶︎
交
流
会
の
様
子
（
昨
年
）

◀
料
理
教
室
の
様
子（
２
０
１
８
年
２
月
）

楽しく作ろう
♫

 人口と世帯数  【表紙の写真】現在、彦根城聴
ちょうしょう

鐘庵
あん

と玄宮楽々園鳳
ほう

翔
しょう

台
だい
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てる体験を行っています（2月 28日㈭まで）。彦根城内
の趣
おもむき

ある茶室で、日本の伝統文化を楽しみませんか。※月〜金
曜日（祝日を除く）の10：00〜 13：00に実施。参加料は1人1,000
円（抹茶２杯、茶菓子1個付）で事前申込制（希望日前日の16：00ま
でに彦根城管理事務所☎️22-2742へお申し込みください）。

日時　2 月 2 日㈯　10：30 〜 13：30　
場所　グリーンピアひこね（清崎町）

対象　市内在住・在勤・在学の人
定員　16 人（先着順）　　費用　1,000 円
持ち物　エプロン、三角巾、ふきん
託児　無料（申込の際にご相談ください）

申込期間　1 月 7 日㈪〜同 23 日㈬
※当日キャンセルはできません（参加でき

なくなった場合は早めにお知らせください）。
申込・問い合わせ先　 人権政策課
　☎ 30-6113、FAX24-8577　
※電話、FAX でお申し込みください。


